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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 1月 11日 (2006.1.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 第 １ 及 び 第 ２ の 素 子 形 成 領 域 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ る 第 １
及 び 第 ２ の 半 導 体 素 子 を 互 い に 電 気 的 に 分 離 す る た め に 、 前 記 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 前 記 第 １ 及 び
第 ２ の 素 子 形 成 領 域 の 間 の 素 子 間 分 離 領 域 上 に 素 子 分 離 構 造 を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 前 記 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 主 面 上 に 、 少 な く と も 第 １ の 絶 縁 膜 及 び 第 １ の 膜 を こ の 順 に 積
層 す る 工 程 と 、
　 （ ｂ ） 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 素 子 形 成 領 域 に お け る 前 記 第 １ の 膜 を 除 去 す る 工 程 と 、
　 （ ｃ ） 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 素 子 形 成 領 域 に お け る 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 を ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン
グ に よ り 除 去 す る 工 程 と
を 備 え

半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 第 １ の 膜 は 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 と は 材 質 の 異 な る 第 ２ の 絶 縁 膜 で
あ り 、
　 前 記 工 程 （ ｂ ） に お い て 、 前 記 第 １ の 膜 は 、 前 記 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 深 さ 方 向 に エ ッ チ ン グ レ
ー ト の 高 い 異 方 性 ド ラ イ エ ッ チ ン グ に よ り 除 去 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製
造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 は シ リ コ ン 酸 化 膜 で あ り 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 は シ リ
コ ン 窒 化 膜 で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 第 １ の 膜 は 導 体 膜 で あ り 、
　 前 記 工 程 （ ａ ） に お い て は 、 前 記 第 １ の 膜 上 に 第 の 絶 縁 膜 が さ ら に 積 層 さ れ 、
　 （ ｄ ） 前 記 工 程 （ ｃ ） よ り も 後 に 実 行 さ れ 、 前 記 第 １ の 膜 の 側 面 部 に 第 の 絶 縁 膜 を 形
成 す る 工 程 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　

、
　 前 記 素 子 分 離 構 造 は 、 前 記 工 程 （ ｂ ） に お い て 除 去 さ れ ず に 残 っ た 前 記 第 １ の 膜 、 及 び
前 記 工 程 （ ｃ ） に お い て 除 去 さ れ ず に 残 っ た 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
、

３
４

前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 は シ リ コ ン 酸 化 膜 で あ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 半 導 体



　 　 【 請 求 項 ６ 】 　

　 　 【 請 求 項 ７ 】 　

　 　 【 請 求 項 ８ 】 　

　 　 【 請 求 項 ９ 】 　

　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　

　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　

　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　

　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　
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装 置 の 製 造 方 法 。
前 記 導 体 膜 は 、 不 純 物 が 導 入 さ れ た ポ リ シ リ コ ン 膜 で あ り 、

　 前 記 工 程 （ ｄ ） は 、
　 （ ｄ － １ ） 前 記 工 程 （ ｃ ） に よ り 得 ら れ る 構 造 の 表 面 を 熱 酸 化 す る 工 程 と 、
　 （ ｄ － ２ ） 前 記 工 程 （ ｄ － １ ） に よ っ て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 素 子 形 成 領 域 お け る 前 記
Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 前 記 主 面 が 熱 酸 化 さ れ る こ と に よ り 形 成 さ れ た 熱 酸 化 膜 を 除 去 す る 工 程 と
を 有 す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。

（ ｅ ） 前 記 工 程 （ ｄ ） よ り も 後 に 実 行 さ れ 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 、 前 記
第 １ の 膜 、 及 び 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 の 側 壁 部 に 、 第 ５ の 絶 縁 膜 か ら 成 る サ イ ド ウ ォ ー ル を 形
成 す る 工 程 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。

前 記 工 程 （ ｅ ） は 、
　 （ ｅ － １ ） 前 記 工 程 （ ｄ ） に よ り 得 ら れ る 構 造 上 に 第 ６ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 （ ｅ － ２ ） 前 記 第 ６ の 絶 縁 膜 上 に 第 ７ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 （ ｅ － ３ ） 前 記 第 ６ の 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ ス ト ッ パ と し て 、 前 記 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 深 さ 方 向
に エ ッ チ ン グ レ ー ト の 高 い 異 方 性 ド ラ イ エ ッ チ ン グ に よ り 前 記 第 ７ の 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ
す る 工 程 と 、
　 （ ｅ － ４ ） 前 記 工 程 （ ｅ － ３ ） に よ り 露 出 し た 前 記 第 ６ の 絶 縁 膜 を ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ
に よ り 除 去 す る 工 程 と
を 有 す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。

（ ｆ ） プ ラ ズ マ を 用 い た 全 て の 製 造 工 程 が 終 了 し た 後 、 前 記 第 １ の 膜
に 紫 外 線 を 照 射 す る 工 程 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ４ ～ ８ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 半 導 体 装
置 の 製 造 方 法 。

Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 第 １ 及 び 第 ２ の 素 子 形 成 領 域 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ る 第
１ 及 び 第 ２ の 半 導 体 素 子 を 互 い に 電 気 的 に 分 離 す る た め に 、 前 記 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 前 記 第 １ 及
び 第 ２ の 素 子 形 成 領 域 の 間 の 素 子 間 分 離 領 域 上 に 素 子 分 離 構 造 を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 前 記 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 主 面 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 （ ｂ ） 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 素 子 形 成 領 域 に お け る 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 を 、 前 記 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板
の 深 さ 方 向 に エ ッ チ ン グ レ ー ト の 高 い 異 方 性 ド ラ イ エ ッ チ ン グ に よ り 除 去 す る 工 程 と 、
　 （ ｃ ） 前 記 工 程 （ ｂ ） に よ っ て 露 出 し た 前 記 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 前 記 主 面 を 熱 酸 化 す る こ と に
よ り 、 熱 酸 化 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 （ ｄ ） 前 記 熱 酸 化 膜 を 除 去 す る 工 程 と
を 備 え る 、 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。

（ ｅ ） 前 記 工 程 （ ｄ ） よ り も 後 に 実 行 さ れ 、 前 記 素 子 間 分 離 領 域 に
お け る 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 の 側 壁 部 に 、 第 ２ の 絶 縁 膜 か ら 成 る サ イ ド ウ ォ ー ル を 形 成 す る 工
程 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。

前 記 工 程 （ ｅ ） は 、
　 （ ｅ － １ ） 前 記 工 程 （ ｄ ） に よ り 得 ら れ る 構 造 上 に 第 ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 （ ｅ － ２ ） 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 第 ４ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 （ ｅ － ３ ） 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ ス ト ッ パ と し て 、 前 記 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 深 さ 方 向
に エ ッ チ ン グ レ ー ト の 高 い 異 方 性 ド ラ イ エ ッ チ ン グ に よ り 前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ
す る 工 程 と 、
　 （ ｅ － ４ ） 前 記 工 程 （ ｅ － ３ ） に よ り 露 出 し た 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 を ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ
に よ り 除 去 す る 工 程 と
を 有 す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。

Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 第 １ 及 び 第 ２ の 素 子 形 成 領 域 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ る 第
１ 及 び 第 ２ の 半 導 体 素 子 を 互 い に 電 気 的 に 分 離 す る た め に 、 前 記 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 前 記 第 １ 及
び 第 ２ の 素 子 形 成 領 域 の 間 の 素 子 間 分 離 領 域 上 に 素 子 分 離 構 造 を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 前 記 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 主 面 上 に 、 第 １ の 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 （ ｂ ） 前 記 素 子 間 分 離 領 域 に お け る 前 記 第 １ の 膜 を 除 去 す る こ と に よ り 、 凹 部 を 形 成 す
る 工 程 と 、



　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 　

　 　 【 請 求 項 １ ５ 】 　

　 　 【 請 求 項 １ ６ 】 　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 は 、 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 第 １ 及 び 第 ２
の 素 子 形 成 領 域 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ る 第 １ 及 び 第 ２ の 半 導 体 素 子 を 互 い に 電 気 的 に 分 離 す
る た め に 、 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 第 １ 及 び 第 ２ の 素 子 形 成 領 域 の 間 の 素 子 間 分 離 領 域 上 に 素 子 分 離
構 造 を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、 （ ａ ） Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 主 面 上 に 、 少 な く と も 第 １ の 絶 縁 膜 及
び 第 １ の 膜 を こ の 順 に 積 層 す る 工 程 と 、 （ ｂ ） 第 １ 及 び 第 ２ の 素 子 形 成 領 域 に お け る 第 １
の 膜 を 除 去 す る 工 程 と 、 （ ｃ ） 第 １ 及 び 第 ２ の 素 子 形 成 領 域 に お け る 第 １ の 絶 縁 膜 を ウ ェ
ッ ト エ ッ チ ン グ に よ り 除 去 す る 工 程 と を 備 え

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 ４ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 半
導 体 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 第 １ の 膜 は 導 体 膜 で あ り 、 工 程 （ ａ ） に お い て は 、 第 １ の
膜 上 に 第 の 絶 縁 膜 が さ ら に 積 層 さ れ 、 （ ｄ ） 工 程 （ ｃ ） よ り も 後 に 実 行 さ れ 、 第 １ の 膜
の 側 面 部 に 第 の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 半
導 体 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 導 体 膜 は 、 不 純 物 が 導 入 さ れ た ポ リ シ リ コ ン 膜 で あ り 、 工
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　 （ ｃ ） 前 記 凹 部 を 絶 縁 膜 た る 第 ２ の 膜 に よ っ て 充 填 す る 工 程 と 、
　 （ ｄ ） 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 素 子 形 成 領 域 に お け る 前 記 第 １ の 膜 を ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ に
よ り 除 去 す る 工 程 と
を 備 え る 、 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。

Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 と 、
　 前 記 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 素 子 間 分 離 領 域 上 に 形 成 さ れ た 、 第 １ の 絶 縁 膜 、 導 体 膜 、 及 び 第 ２ の
絶 縁 膜 が こ の 順 に 積 層 さ れ た 素 子 分 離 構 造 と
を 備 え る 半 導 体 装 置 。

前 記 素 子 分 離 構 造 は 、 前 記 導 体 膜 の 側 面 部 に 熱 酸 化 膜 を 有 す る 、 請
求 項 １ ４ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。

前 記 素 子 分 離 構 造 は 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 、 前 記 導 体 膜 、 及 び 前 記 第
２ の 絶 縁 膜 の 側 壁 部 に 、 第 ３ の 絶 縁 膜 か ら 成 る サ イ ド ウ ォ ー ル を 有 す る 、 請 求 項 １ ４ に 記
載 の 半 導 体 装 置 。

、 素 子 分 離 構 造 は 、 工 程 （ ｂ ） に お い て 除 去
さ れ ず に 残 っ た 第 １ の 膜 、 及 び 工 程 （ ｃ ） に お い て 除 去 さ れ ず に 残 っ た 第 １ の 絶 縁 膜 を 有
す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。

３
４

ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 ５ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 半
導 体 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 第 ３ の 絶 縁 膜 は シ リ コ ン 酸 化 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る も
の で あ る 。

６



程 （ ｄ ） は 、 （ ｄ － １ ） 工 程 （ ｃ ） に よ り 得 ら れ る 構 造 の 表 面 を 熱 酸 化 す る 工 程 と 、 （ ｄ
－ ２ ） 工 程 （ ｄ － １ ） に よ っ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 素 子 形 成 領 域 お け る Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 主 面 が
熱 酸 化 さ れ る こ と に よ り 形 成 さ れ た 熱 酸 化 膜 を 除 去 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 は 、 請 求 項 に 記 載 の 半
導 体 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 （ ｅ ） 工 程 （ ｄ ） よ り も 後 に 実 行 さ れ 、 第 １ の 絶 縁 膜 、 第
１ の 膜 、 及 び 第 の 絶 縁 膜 の 側 壁 部 に 、 第 の 絶 縁 膜 か ら 成 る サ イ ド ウ ォ ー ル を 形 成 す る
工 程 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 は 、 請 求 項 に 記 載 の 半
導 体 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 工 程 （ ｅ ） は 、 （ ｅ － １ ） 工 程 （ ｄ ） に よ り 得 ら れ る 構 造
上 に 第 の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、 （ ｅ － ２ ） 第 の 絶 縁 膜 上 に 第 の 絶 縁 膜 を 形 成 す
る 工 程 と 、 （ ｅ － ３ ） 第 の 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ ス ト ッ パ と し て 、 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 深 さ 方 向
に エ ッ チ ン グ レ ー ト の 高 い 異 方 性 ド ラ イ エ ッ チ ン グ に よ り 第 の 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ す る
工 程 と 、 （ ｅ － ４ ） 工 程 （ ｅ － ３ ） に よ り 露 出 し た 第 の 絶 縁 膜 を ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ に
よ り 除 去 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 は 、 請 求 項 ４ ～ の い ず
れ か 一 つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 （ ｆ ） プ ラ ズ マ を 用 い た 全 て の 製 造 工
程 が 終 了 し た 後 、 第 １ の 膜 に 紫 外 線 を 照 射 す る 工 程 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る も の
で あ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 は 、 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 第 １
及 び 第 ２ の 素 子 形 成 領 域 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ る 第 １ 及 び 第 ２ の 半 導 体 素 子 を 互 い に 電 気 的
に 分 離 す る た め に 、 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 第 １ 及 び 第 ２ の 素 子 形 成 領 域 の 間 の 素 子 間 分 離 領 域 上 に
素 子 分 離 構 造 を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、 （ ａ ） Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 主 面 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成
す る 工 程 と 、 （ ｂ ） 第 １ 及 び 第 ２ の 素 子 形 成 領 域 に お け る 第 １ の 絶 縁 膜 を 、 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の
深 さ 方 向 に エ ッ チ ン グ レ ー ト の 高 い 異 方 性 ド ラ イ エ ッ チ ン グ に よ り 除 去 す る 工 程 と 、 （ ｃ
） 工 程 （ ｂ ） に よ っ て 露 出 し た Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 主 面 を 熱 酸 化 す る こ と に よ り 、 熱 酸 化 膜 を 形
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成 す る 工 程 と 、 （ ｄ ） 熱 酸 化 膜 を 除 去 す る 工 程 と を 備 え る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 は 、 請 求 項 に 記 載
の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 （ ｅ ） 工 程 （ ｄ ） よ り も 後 に 実 行 さ れ 、 素 子 間 分 離 領
域 に お け る 第 １ の 絶 縁 膜 の 側 壁 部 に 、 第 ２ の 絶 縁 膜 か ら 成 る サ イ ド ウ ォ ー ル を 形 成 す る 工
程 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 は 、 請 求 項 １ に 記 載
の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 工 程 （ ｅ ） は 、 （ ｅ － １ ） 工 程 （ ｄ ） に よ り 得 ら れ る
構 造 上 に 第 ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、 （ ｅ － ２ ） 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 第 ４ の 絶 縁 膜 を 形
成 す る 工 程 と 、 （ ｅ － ３ ） 第 ３ の 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ ス ト ッ パ と し て 、 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 深 さ
方 向 に エ ッ チ ン グ レ ー ト の 高 い 異 方 性 ド ラ イ エ ッ チ ン グ に よ り 第 ４ の 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ
す る 工 程 と 、 （ ｅ － ４ ） 工 程 （ ｅ － ３ ） に よ り 露 出 し た 第 ３ の 絶 縁 膜 を ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン
グ に よ り 除 去 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 は 、 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 第 １
及 び 第 ２ の 素 子 形 成 領 域 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ る 第 １ 及 び 第 ２ の 半 導 体 素 子 を 互 い に 電 気 的
に 分 離 す る た め に 、 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 第 １ 及 び 第 ２ の 素 子 形 成 領 域 の 間 の 素 子 間 分 離 領 域 上 に
素 子 分 離 構 造 を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、 （ ａ ） Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 主 面 上 に 、 第 １ の 膜 を 形 成 す
る 工 程 と 、 （ ｂ ） 素 子 間 分 離 領 域 に お け る 第 １ の 膜 を 除 去 す る こ と に よ り 、 凹 部 を 形 成 す
る 工 程 と 、 （ ｃ ） 凹 部 を 絶 縁 膜 た る 第 ２ の 膜 に よ っ て 充 填 す る 工 程 と 、 （ ｄ ） 第 １ 及 び 第
２ の 素 子 形 成 領 域 に お け る 第 １ の 膜 を ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ に よ り 除 去 す る 工 程 と を 備 え る
も の で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 は 、 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 と 、 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の
素 子 間 分 離 領 域 上 に 形 成 さ れ た 、 第 １ の 絶 縁 膜 、 導 体 膜 、 及 び 第 ２ の 絶 縁 膜 が こ の 順 に 積
層 さ れ た 素 子 分 離 構 造 と を 備 え る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装
置 で あ っ て 、 素 子 分 離 構 造 は 、 導 体 膜 の 側 面 部 に 熱 酸 化 膜 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る も の
で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装
置 で あ っ て 、 素 子 分 離 構 造 は 、 第 １ の 絶 縁 膜 、 導 体 膜 、 及 び 第 ２ の 絶 縁 膜 の 側 壁 部 に 、 第
３ の 絶 縁 膜 か ら 成 る サ イ ド ウ ォ ー ル を 有 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 ４ に 係 る も の に よ れ ば 、 素 子 分 離 構 造 が 内 部 に 導 体 膜 を 有
す る た め 、 素 子 分 離 構 造 と Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 と の 間 に 容 量 を 構 成 す る こ と が で き 、 素 子 分 離 構 造
の 分 離 性 能 を 高 め る こ と が で き る 。 し か も 、 第 １ の 絶 縁 膜 に よ っ て 、 導
体 膜 と Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 と を 電 気 的 に 分 離 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 に 係 る も の に よ れ ば 、 工 程 （ ｄ － １ ） に お け る 熱 酸 化 に
よ っ て 、 不 純 物 が 導 入 さ れ た ポ リ シ リ コ ン 膜 は 増 速 酸 化 さ れ る 。 従 っ て 、 工 程 （ ｄ － ２ ）
に よ っ て 熱 酸 化 膜 を 除 去 し て も 、 増 速 酸 化 に よ り ポ リ シ リ コ ン 膜 の 側 面 内 部 に 形 成 さ れ た
熱 酸 化 膜 と し て 、 第 の 絶 縁 膜 を 形 成 す る こ と が で き る 。 し か も 、 第 １ 及 び 第 ２ の 素 子 形
成 領 域 に お い て 、 熱 酸 化 膜 は Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 主 面 内 部 に も 形 成 さ れ る た め 、 工 程 （ ｄ － ２ ）
に よ っ て 熱 酸 化 膜 を 除 去 す る こ と に よ り 、 第 １ 及 び 第 ２ の 素 子 形 成 領 域 に お け る Ｓ Ｏ Ｉ 基
板 の 膜 厚 を 、 素 子 間 分 離 領 域 に お け る Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 膜 厚 よ り も 薄 く す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 に 係 る も の に よ れ ば 、 熱 酸 化 膜 の 除 去 に 伴 い 第 １ 及 び 第
２ の 素 子 形 成 領 域 と 素 子 間 分 離 領 域 と の 境 界 部 分 に 生 じ る Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 主 面 の 段 差 を 、 サ
イ ド ウ ォ ー ル を 形 成 す る こ と に よ り 低 減 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 こ の 段 差 に 起 因
す る 寄 生 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 に 係 る も の に よ れ ば 、 工 程 （ ｅ － ４ ） に お い て 、 第 の
絶 縁 膜 を ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ で 除 去 す る こ と に よ り Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 主 面 を 露 出 す る 。 従 っ て
、 サ イ ド ウ ォ ー ル を 形 成 す る 際 に Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 主 面 内 に ダ メ ー ジ 層 が 形 成 さ れ る こ と を 回
避 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 に 係 る も の に よ れ ば 、 第 １ の 膜 に 紫 外 線 を 照 射 す る こ と
に よ り 、 プ ラ ズ マ を 用 い た 製 造 工 程 に よ っ て 第 １ の 膜 中 に 注 入 さ れ た 電 荷 を 放 電 す る こ と
が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 に 係 る も の に よ れ ば 、 工 程 （ ｃ ） に お い て 、 熱 酸 化 膜
は Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 主 面 内 部 に も 形 成 さ れ る 。 従 っ て 、 工 程 （ ｂ ） に お け る 異 方 性 ド ラ イ エ ッ
チ ン グ に よ り Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 主 面 内 に ダ メ ー ジ 層 が 形 成 さ れ た 場 合 で あ っ て も 、 工 程 （ ｄ ）
に お け る 熱 酸 化 膜 の 除 去 に よ り 、 こ の ダ メ ー ジ 層 を 併 せ て 除 去 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 １ に 係 る も の に よ れ ば 、 熱 酸 化 膜 の 除 去 に 伴 い 第 １ 及 び
第 ２ の 素 子 形 成 領 域 と 素 子 間 分 離 領 域 と の 境 界 部 分 に 生 じ る Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 主 面 の 段 差 を 、
サ イ ド ウ ォ ー ル を 形 成 す る こ と に よ り 低 減 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 こ の 段 差 に 起
因 す る 寄 生 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 １ に 係 る も の に よ れ ば 、 工 程 （ ｅ － ４ ） に お い て 、 第 ３
の 絶 縁 膜 を ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ で 除 去 す る こ と に よ り Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 主 面 を 露 出 す る 。 従 っ
て 、 サ イ ド ウ ォ ー ル を 形 成 す る 際 に Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 主 面 内 に ダ メ ー ジ 層 が 形 成 さ れ る こ と を
回 避 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ４
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 １ に 係 る も の に よ れ ば 、 工 程 （ ｄ ） に お い て 、 第 １ 及 び
第 ２ の 素 子 形 成 領 域 に お け る 第 １ の 膜 を ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ に よ り 除 去 す る こ と に よ り 、
Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 主 面 を 露 出 す る 。 従 っ て 、 Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 の 主 面 内 に ダ メ ー ジ 層 が 形 成 さ れ る こ
と を 回 避 し つ つ 、 第 ２ の 膜 か ら 成 る 素 子 分 離 構 造 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 １ に 係 る も の に よ れ ば 、 素 子 分 離 構 造 が 内 部 に 導 体 膜 を
有 す る た め 、 素 子 分 離 構 造 と Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 と の 間 に 容 量 を 構 成 す る こ と が で き 、 素 子 分 離 構
造 の 分 離 性 能 を 高 め る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 １ に 係 る も の に よ れ ば 、 第 １ 及 び 第 ２ の 絶 縁 膜 と 熱 酸 化
膜 と に よ っ て 、 導 体 膜 と Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 と を 電 気 的 に 分 離 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 １ に 係 る も の に よ れ ば 、 第 １ 及 び 第 ２ の 絶 縁 膜 と サ イ ド
ウ ォ ー ル と に よ っ て 、 導 体 膜 と Ｓ Ｏ Ｉ 基 板 と を 電 気 的 に 分 離 す る こ と が で き る 。
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